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エ女たちのものか随ダ 9/1９

野溺敬

我が国の主要な輸出品である生糸を産み出した主役は、厳しい環境の中で即

戦力として懸命に働いた工女たちである。そうした工女たちの様々な実態を純

水館の資料や関係者の証言等で探ってみたい。

一、工女争奪職

「殺気立つ工女争奪１１」（｢信濃毎日新聞｣明治34年３月２７日)の見出しで塩尻

峠での山賊まがいの工女強奪の様子が生々しく報じられた。純水館でも明治３９

年に工女２人が、丸子から小諸に向かう途中大屋駅で諏訪の募集員に誘拐され

た。県は、明治43年に「工女募集取締規則」を制定して激しい工女の奪い合い

に歯止めをかけた。

Ｉ鼻蕊ﾉ(数と且澗員．〃手を鈴める（第一工場明治42年）

・小諸町８０人土屋和助助手２人

・北佐久５０人堀越富重助手３人

・南佐久６０人小林巻之助助手１人

・富山県８０人中田亨助手４人

・岐阜県３０人松原長助助手１人計300人

２エ女の』1膜万参

・正月～２月にかけて各農家を訪問して１年間の契約を結ぶ。

・前年度の工女宅を優先し不足の場合は新子を探す。

・手土産(大正9年大和屋呉服店５円の販売品引換)と手付金(一人５円)を渡す。

・親の経済状況を見て前貸金を渡す場合もある。（大正９年の契約書によると

丸純工場工女296人中１０８人が前貸金有内５１人が30円未満１１人が１００円以上）

３５緯嬬勤鰯国榊ｻｲ郵融"”の丘耀ぎ工女微（明治43年役場統計）

長野県４４工場281人（内)純水館へ44人(再38人新６人）

岐阜県２１工場１２６人

埼玉県５工場３６人

その他７工場１５人註７７工場458人
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(1)「ああ野麦峠」に登場する純水館

高山の宿の前には山一、山二、丸一、丸二、丸十、片倉組、小松組

尾沢組、大和組、一山共、純水館、富国館等々……名だたる信州の大

製糸の名を印した立て看板や高張提灯が立ち、そこで娘を送ってきた

親と娘の別れが、吹雪の中でいつまでも続いていた。

(2)雪深き急峻の峠を越えて～野麦峠コース(推測)～

高山で１泊→美女峠を越えて寺附か中之宿で1泊→野麦峠を

越えて川浦で１泊→島々か波田で１泊→松本から篠ノ井線(明治

３５年開通)と信越線で小諸

※雪の状況等で泊数が異なる

※明治末期には野麦峠越えは減少し日本海回りが多くなる
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至甲府

古川(現飛騨市)出身工女の孫の証言

……ばあちゃん(明治18年生)は合計十回程平野村(現岡谷市)の製糸

工場へ行った。野麦峠越えもあったが多くはそりや馬車で富山へ

出るルートだった。手付金と前貸金もったが、ばあちゃんは50～

60円稼いできた。……工場の食事は朝。こびる(中間の軽い食事)・

昼・夜の４回で、午後のおやつには揚げた蝿が出た。家の者より

うまい物を食ったと言っていた。……製糸工女には悲惨なイメー

…ジが付きまとうが、そんなにつらければ親は二度と工場へは出

さなかっただろう。ばあちゃんは工場からもらった針箱をずっと

大事に使っていた。
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高岡一(明32)－富山一(明41)一魚津一(明43)一泊一(明45)－青海

一(大2)－糸魚川一(明45)－名立一(明44)－直江津

大正２年北陸本線(米原～直江津)全通

饗

(2) 日本海の荒波を乗り越えて～日本海コース(推測)～

富山まで出る(馬車や軽便鉄道)－(汽車)一泊一(船)一直江津泊一(汽

車)一小諸

※どこで船に乗るかは北陸本線駅の開業による

息紳･認8鋤』ら胸吻圃緯へ

(1)純水館第一工場の日誌より(明治42年）

・２月２８日越中ヨリ団体102人出発ノ電報アリ飛騨工女１２人・

男３人・計15人本日出発ノ通報アリ

・３月２日越中工男女101人午前９時51分小諸着列車ニヨリ無事入

場セリ

・３月３日飛騨工女１２人及男３人入場ス

中田舛見さんの証言(荒町の越中屋主人）

八尾(現富山市)は「越中おわら風の盆」で有名。昔から蚕種と養

蚕が盛んで良質の繭生産地だった。純水館は八尾から繭の買入

れと同時に大勢の工員を雇い、その中に父と伯父、そして母(結

婚前)や姪もいたす

八尾から馬車で富山まで出て、富山から泊までは汽車に乗り、

ここから船で直江津まで行き一泊、翌日信越線で小諸へ。

・純水館はよかった。特にスタッフがよかった。純水館を悪く
いう人はいない

・純水館は花見、演芸会など娯楽を大事にした

。もし悪かったら純水館へ行くのを親は許さないはず

Ｚ女の生擢FeZc．、
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製糸業全盛期には県内外から２千人を超す工女が小諸に集まり、関連する商
業も繁栄し町は活気に満ちていた。工女たちは年末に給料を持って帰郷し親を
喜ばせることを楽しみに､１２時間以上にも及ぶ厳しい労働に耐え懸命に働いた。
(大正５年の工場法で12時間以内となる）休日や祭りの日には工女たちが町に繰り
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Ｉ淘fzlt鐘工女の一年（第一工場明治44年）

３月春挽き開業式(１日）中旬から夜業開始十か年勤続表彰

４月懐古園祭日休業(２５日）（一人10銭支給、昼食は赤飯と鮭切れ目）

教育幻灯会(月末）

５月春挽き閉業式(２９日）

６月本挽き開業式(８日）養成所卒業式

７月祇園祭

８月浪曲会(１２日）盆休業(15,16日）盆蝋として２年以上の工女に

８５銭、新子に５銭の品物を与える

９月下旬養成所夜学開始式入学式

１０月繰糸についての講演会

１１月赤十字社記念日で休業(一人10銭支給昼食に五目飯神楽観賞）

１２月本挽き閉業式(２５日）年末賞与として反物支給帰省

２工女の 蒋 慧 蕊 恭 機

（１）普通繰糸機１０条繰未満の繰糸機で座って作業する(座繰）

’糸#蝶糸機、

【一般的】明治30年頃は２緒(2条繰）

明治末期は４緒大正末期は５緒

明治35年頃は３緒

昭和７年頃は６緒

純水館の場合明治40年に４緒(4条繰)を導入し、その後徐々に

５緒に切り替えていき昭和９年頃ほぼ完了

多条繰糸機１０条操以上の繰糸機で立って作業する(立繰）

片倉等の大手では昭和初期に導入しているが、一般に普及するのは
戦後である。純水館は昭和22年から導入。

自動繰糸機自動的に繰糸する

純水館では昭和36年に３セット導入。

(2)

(3)

ず条維座蝋徴’

出し、運動会や演芸会等で英気を養った。しかし、不幸にも病気で亡くなり故

郷の土に帰ることができなかった工女がいたことを忘れてはならない。
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３全従嚢員て替艶寺翻馴目惨ｿ事（明治45年）

５月８日午前７時40分列車ニテ1086人本日一列車二分乗シ、９時長野

二到着スルヤ楽隊ヲ以テ出迎エラレ、予定ノ行進ヲシテ本堂参拝及戒壇巡

リヲシテ公園デ昼食｡茶利ヲ観覧シ午後３時城山公園二集合記念撮影４時伊

勢町・東町･権堂・千歳町ヲ経テ停車場二至り午後８時小諸二帰着。万歳ヲ

三唱シ各工場二引取りタリ。

本日ハ天気好ク前夜ノ小雨ハ塵沈メタリ。一人ノ病者無ク落伍者ナカリ

シ。各工場員ノ熱心ナ注意アリシヲ以テ往復共無事ナリ。費用トシテー人

ニツキ90銭(弁当菓子共15銭外75銭）

饗 工聾に（昭和３年11月１０日に京都御所で

即位式）

全国の優良工場と共に純水館も献上繰糸工場に遇ばれ､５つの工場から優

秀な工女を１０人ずつ選び、５０人を丸久工場(小原)に集めた。天皇に献上す

るという神聖な仕事のため、飲食や行動を慎み、朝は入浴して身を清め、蕃

官の警護のもと－週間仕事をした。

５工女の無念の壷

（１）国府村統計(明治43年)にみる衝撃的数字

出稼工女458人

【年齢別】【途 中 帰 郷 者 】 ５ ２ 人

１２～13歳３８人労働に耐えない２人

14～１５歳７８人 弓気４１（内死亡６人

１ ６ ～ 1 9 歳145人不明９人

２０～24歳136人【病気の種類】

２５歳～６１人肺結核２人肋膜炎４人

気管支炎１人腹膜炎１人

脚気３人胃腸１１人

不明１９人

※劣悪な労働環境と過酷な労働条件が全国的に問題になり、大正５

年の「工場法」制定につながった。

(2)異郷の地で亡くなった純水館の工女

①丁重な葬儀で送られ故郷に帰った工女

明治39年７月６日飛騨工女高垣サキ昨夕ヨリ病気良クナラ

５
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ズ郷里へ打電ス

７月８日父親来ル看病スルモ良クナラズ

７月９日午後五時死亡

７月１０日海応院ニテ葬儀

・葬儀は僧侶の読経中本館員・各工場代表者・全従業員が焼香

。その後、本館員が火葬場で茶毘に付した

・純水館全員から２０円８０銭の香料

・弔意を表すため本館から全員に菓子(一人２銭)が給付される

・高垣サキの遺骨は父の胸に抱かれて帰郷した

②何らかの事情で帰郷できずこの地で葬られた工女

明治43年６月３日第二工場工女石原死去ノ報告アリ

・六供の工場上の高台に４基の墓石がある。

・いずれにも純水館を表わす⑳のマークが付いている。

｡一番左側の墓石に「石原志ず」「明治43年６月２日」と刻ま

れているが出身地が不明だったため菩提寺の過去帳で調べ、

「飛騨国吉城郡国府村半田、石原清助長女」と判明した。

人だった。
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